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るまで、仮名で書かれた随筆作品は他に類を見ない。そのような『枕草子』という作品に用いられる複合動詞にはどのようなものがあり、同時代の他の作品と比較してどのような特徴があるのかを明らかにしたいと考える これにより、複合動詞語彙の史的研究 および和文体の史的研究 資することを期す。　
以上の問題意識のもと、本稿では『枕草子』の複合動詞語彙を分析し、その特






























































蜻蛉 和泉 紫 源氏 枕
1 回 498 132 306 1,927 693
2 回 109 21 57 574 156
3 回 42 8 17 228 52
4 回 24 0 6 188 31
5 回 12 2 3 123 22
6 回 11 2 2 92 12
7 回 7 2 2 62 2
8 回 2 0 1 47 4
9 回 3 0 0 40 5
10 回以上 10 0 0 334 18
合計 718 167 394 3,615 995
（作品全体の）
 異語数 3,599 1,704 2,468 11,416 5,246
うち動詞 1,375 436 837 5,091 1,818

























草子』 の文章は、 長短三百以上の章段から成り、それらは「類聚的 段」 「 的章段」 「随想的章段」の三つに大別され 日記文学としての性格も色濃く持 ものであるが、とくに『蜻蛉日記』や『紫式部日記』といった日記文学作品との共通度が高いわけではな ことが明らかになった。　
次に、 〈表３〉に五作品全体における重なり




　〈表３〉は、明らかに『源氏物語』の影響を受けている。他の作品に比して突出 て言語量の多い『源氏物語』 様相が、そのまま全体の様相となって表れている。五作品すべ に共通する複合動詞が
23語しかないのは少ないようであるが、 これは言語量の小さい 『和


















蜻蛉 ％ 和泉 ％ 紫 ％ 源氏 ％ 枕 ％
蜻蛉 ― ―  69 41.3% 108 27.4%  420 11.6% 197 19.8%
和泉  69  9.6% ― ―  44 11.2%  128  3.5%  66  6.6%
紫 108 15.0%  44 26.3% ― ―  252  7.0% 141 14.2%
源氏 420 58.5% 128 76.6% 252 64.0% ― ― 517 52.0%
枕 197 27.4%  66 39.5% 141 35.8%  517 14.3% ― ―




















合動詞は、 〈表６〉の共通語に含ま ものである。また、 『和泉式部日記』と『源氏物語』に見られる「おぼ いづ（思出） 」は、共通語に含まれる「おもひいづ（思出 」に準じて扱う　〈表５〉を見ると、 『枕草子』と『蜻蛉日記』とは、上位語に占める共通語の割 が低いことが注意される。とはいえ、このことから、両作品では複合動詞語彙のばらつきが大きく、独自のものが使われる可能性が高い、と考えるのは早計である。両作品について共通語に含まれない上位語は、平安時代の他の作品にはよく用 られる ごくありふれたもので たまたま共通語に含まれなかったに過ぎないものと思われる
（注四）
。また、共
通語に含まれない上位語 は 「いひ―」 「み―」 の形式が目立つ。これは共通語にこの形式のものが含まれていないの 原因 ある。そしてそれは『和泉式部日記』の複合動詞 彙にこの形式のものがあまり見られない が理由な であ 。ここ も作品の言語量 問題が浮上した。 ま仮 『和泉式部日記』を外して四作品から抽出すると、共通語は
23語から
66語に増え、上位
語に見られる「いひ―」 「み―」の形式 ほとんど含まれるようになる。 『和泉式部日記』がボトルネック なっていることが分かる。
表４．重なり表（各作品）
蜻蛉 語数 ％ 和泉 語数 ％ 紫 語数 ％ 源氏 語数 ％ 枕 語数 ％
５作品 23 3.2% ５作品 23 13.8% ５作品 23 5.8% ５作品 23 0.6% ５作品 23 2.3%
４作品 68 9.5% ４作品 34 20.4% ４作品 59 15.0% ４作品 77 2.1% ４作品 70 7.0%
３作品 136 18.9% ３作品 34 20.4% ３作品 86 21.8% ３作品 202 5.6% ３作品 157 15.8%
２作品 226 31.5% ２作品 44 26.3% ２作品 104 26.4% ２作品 590 16.3% ２作品 304 30.6%
１作品 265 36.9% １作品 32 19.2% １作品 122 31.0% １作品 2,723 75.3% １作品 441 44.3%
合　計 718 100.0% 合　計 167 100.0% 合　計 394 100.0% 合　計 3,615 100.0% 合　計 995 100.0%
表５．各作品の上位 10 語
蜻蛉 和泉 紫 源氏 枕
16おもひやる（思遣・四） 8さしいづ（差出・下二） 8みしる（見知・四） 315もてなす（持為・四） 23いでく（出来・カ変）
15いだしたつ（出立・下二） 7おもひたつ（思立・四） 7うちとく（打解・下二） 242おもひいづ（思出・下二） 23もてく（持来・カ変）
14おもひいづ（思出・下二） 6おもひいづ（思出・下二） 7みわたす（見渡・四） 176おぼしいづ（思出・下二） 20さしいづ（差出・下二）
13いでたつ（出立・四） 6まゐりく（参来・カ変） 6もてなす（持為・四） 150うちとく（打解・下二） 18みつく（見付・下二）
13みやる（見遣・四） 5おもひかく（思掛・下二） 6いでゐる（出居・上一） 131おもひしる（思知・四） 16いひいづ（言出・下二）
12みいだす（見出・四） 5おもひみだる（思乱・下二） 5まゐりつどふ（参集・四） 128いでく（出来・カ変） 16みいる（見入・下二）
11いひやる（言遣・四） 3おもひやる（思遣・四） 5とりつぐ（取次・四） 118おもひよる（思寄・四） 13みしる（見知・四）
11おもひたつ（思立・四） 3いでく（出来・カ変） 5まゐりすう（参据・下二） 111おもひやる（思遣・四） 13いひあはす（言合・下二）
10まゐりく（参来・カ変） 3あかしくらす（明暮・四） 4おもひいづ（思出・下二） 98みしる（見知・四） 12みやる（見遣・四）






いでく（出来・カ変） おしはかる（推量・四） おもひやる（思遣・四） とりいづ（取出・下二） もてまゐる（持参・四）
いでゐる（出居・上一） おもひいづ（思出・下二） かきつく（書付・下二） なりゆく（成行・四） よりく（寄来・カ変）
いりく（入来・カ変） おもひかく（思掛・下二） ききつく（聞付・下二） ひきいる（引入・下二） ゐざりいづ（膝行出・下二）
うちとく（打解・下二） おもひしる（思知・四） さしいづ（差出・下二） もてく（持来・カ変）




逆に、 上位語に共通語が多く含まれる作品は 『和泉式部日記』 『紫式部日記』 『源
氏物語』である。けっきょく、言語量が大きい『源氏物語』を中心に回っている、ということになるのだろう。ただ、 『紫式部日記』の作者紫式部は、言うまでもなく『源 の作者でもあり、両作品が似た傾向を示すのは腑に落ちやすい。また、 『和泉式部日記』 は （注一） でも述べたように、 物語としての性格も併せ持っており、その点『源氏物語』に近い傾向を示すことは、文体としておおむね均質な和文における、文学ジャンルによ 何らかの違いが背景に存するのではないかということを感じさせる。　
以上、度数分布、語彙の重なり、上位語、共通語といった量的観点から、 『枕










（５例）１語つれたつ（連立・四）（４例）５語うちいだす（打出・四） 、うちかづく（打被・四） 、ふしをがむ（伏拝・四） 、わらひののしる 笑喧 ゐいる（居入・四）（３例）９語うちしく（打敷・四） 、かきすつ（掻捨・下二） 、かくれふす（隠臥・四） 、ごらんじわたす（御覧渡・四 、さしいだす（差出・四） 、ぬぎたる（脱垂・下二） 、ひきはこふ（引・下二 ふきわた （葺渡・四） 、よびかへす（呼返・四）（２例
33語










































が、一かたまりにな 」 いう意味であると言える。用例⑤も そうした理解で問題はない。小学館『日本国語大辞典』第二版「つれだつ」の項 は「いっしょに行く。伴って行く。また、いっしょに物事をす 。 」とあり、 『枕草子』の用例①が掲出されている 語釈に「行く や「物事をす 」のような部分まで意味として含まれている 用例からも分か ように、 「つれたちて」で副詞的に機能していると思われ、 「行く」 「物事をす の部分は余分であ と考えるが、その他の部分は私見とも重なり問題はない　『枕草子』 以外の四作品においては、 こうした場面では 「うちつる （打連・下二） 」や「ひきつる（引連・下二） 」 「かきつる（掻連・下二） 」が用いら る。 「 ちる」は『枕草子』 『紫式部日記』に１例ずつ、 『源氏物語』に８例見ら る。 「ひきつ 蜻蛉日記』 『紫式部日記』に１例ずつ、 『源氏物語』
14例見られる。








































































以上、 「うちつる」 「ひきつる」 「かきつる」 「つる」の用例を検討した。単独で









『源氏物語』…「うちつる」 「ひきつる」 「かきつる」 「つる」














































たれば、簾のもとについゐて、 「 （中略） 」と言へば、尼君ぞいら
へなどし給ふ。 （源氏物語、夢浮橋⑸
401頁）
そして当の『枕草子』にも、 「褥」 「円座」 「畳」を差し出す用例がある（褥３例、円座１例、畳１例） 。　
⑧




















らであり、このことから、日本語の歴史上、 「さし づ」から「さしいだす」へ変化したということを知るのである。 さしいだす という語形は、東辻他（二〇〇三）によると、 『落窪物語』 『宇津保物語』 『後撰和歌集』 『夜の寝覚』 『狭衣物語』 『大鏡』 『讃岐典侍日記』 『今昔物語集』 『今鏡』 『古本説話集』に用例が見られる。今後、これらの作品 用例を精査する必要がある。また、 「―いづ」から 「―いだす」 への変化については、 関 （一九七七） などの先行研究もある
（注九）
。
現段階では『枕草子 が伝統的な「さしいづ」 なく、より新 語形である「さしいだす」を用いている事実を指摘するに どめ 。　「うちいだす（打出・四） 」についても、同様の事情が存する。 『枕草子』の「うちいだす」 は、 以下に示すように、 ４例すべてが特定の場面でのみ用いられている。　⑪












 （鶏ノ声ニ驚イタ帝ノ質問ニ対スル伊周 台詞）大納言殿の「声、明王のねぶりをおどろかす」といふことを、高ううち だし給へる、めでたうをかしきに、ただ人のねぶたかりつる目もいとおほきになりぬ。 （二九二段 大納言殿まゐり給て」
332頁）






























































































　「ゐいる（居入・四） 」は『枕草子』に４例見られるが、それ以外の四作品をはじめ、東辻（二〇〇三）を見て 、平安時代の作品 例を見 、珍しい語形である。　①





















の嫌悪感が記されている。用例②は、やってきた人が座り込んですぐには帰りそうにない、という場面であ ③ 物見に出かけた際、車の中で苦しい姿勢で座り込んで待っている様子が描かれている。用例④は、祭で場所取りのために早く出かけた際に、行列が来るの 待ち遠しくて、座り込んだり立ち上がったりする、とい 場面である。　
前項「ゐる」は「座る」意で、後項「いる」は補助動詞として「すっかり…す














…と、その不釣り合いを嫌がっている場面である。用例⑥は、一種の姥捨て伝説で、この伝説 主人公は、それに抵抗して親を邸内に匿っているのである。 「などか」以降は れに対する作者のコメントで、いやな世の中である と述べている。用例⑦は、関白道隆が一切経供養をした際の話で、新しい設備 素晴 し
さを述べる場面である。 獅子や狛犬は置物であるが、 生き物であるかのように 「いつの間に入ってきたのか」と面白がっている。　
用例⑤⑦は「ゐいる」と同じく「座り込む」意味にとることもできるが、用例
⑥はそのようには理解で ない。挙例は略すが、その他の作品の用例も併せ考えると、構成要素 意味を並列的に加算して「入って こに居る・座る」という意味が基本となる である。 用例⑤⑦はそれで矛盾なく理解でき、 用例⑥は 「ゐる」の「動かない」という面に注目して「入ったままじ としている、閉じこもってい ように理解したい。　
また、 「いりゐる」は、 『枕草子』以外では『落窪物語』 『宇津保物語』 『源氏物
語』 『夜の寝覚』 『浜松中納言物語』 『栄花物語』 『堤中納言物語』 『今昔物語集』 『りかへばや物語』に用いられている。すなわち、ほとんど物語作品にしか用いられず、とくに日記作品 は全く用いられ い（東辻（二〇〇三）による） 。これは、「ゐいる」 「いりゐる」が近 意味を持って ることから、 作品では両者の混同を避けて「いりゐる」だけを使うこ にしたことを表すのではないだろうか。一方『枕草子』では用語選択 意識が弱く、 「ゐい 」も用い れ いる、と解釈する。　
以上、 「作者による用語選択の意識」という考え方で説明がつく
語例について








複合動詞は、語彙としては非常に均質性が高いことが明らかとなった。今後、文学ジャンル間のミクロな差を検出する は、別の 点を取り入れる必要がある。つまり、個々の複合動詞の詳細な分析、あるいは、複合動詞の構成要素間の意味関係に着目した分析などである。 か 、構成要素間の意味関係 枠組みについて、筆者としていまだ定見を得 い い。今後の課題としたい。　
個々の複合動詞の分析では、 『枕草子』の複合動詞には、 『源氏物語』が何らか
の理由で自らの用語として選択しなかった複合動詞が用いられて ることが分かった。今後、そ 「何らかの理由」を解明す 必要 あり 表現の明快さ、日常語ゆえ 卑近性など、 「作者による用語選択の意識」の観点か いく 可能性を考えているが、具体的な検証は今後の課題である。　
また、 本稿では紙幅の都合で割愛したが、 『枕草子』 にはそ 言語量に比して 「笑








































































の意味なので、本稿では別語として扱 。各作品に見られる他動詞用法の「さしいづ」の用例数 以下の通り（カッコ内は褥の類を差し出す用例数） 。
　　　
 『蜻蛉日記』７例、 『和泉式部日記』７例（１） 、 『紫式部日記』４例、 『源
氏物語』
53例（７） 、 『枕草子』
20例（５）
九、関（一九七七）第二章第一節「複合動詞変遷上の一問題
　「他動詞―出づ」
から「他動詞―出だす」へ」 。
十、 『校本枕冊子
　
総索引第Ⅰ部』の「と（助詞） 」の項目に出てくる例文を一つ
ずつ確認して抽出した。
十一、池田（一九八七）所収の「所引詩歌仏典」の項目を一つずつ『源氏物語』
本文と突き合わせて抽出した。
十二、 「うちいづ」について『和泉式部日記』の一例は用法⑶、 『紫式部日記』の
一例は用法⑴である。 『蜻蛉日記』には「うちいづ」の用例がない。
（引用・参考文献）・池田亀鑑『合本
 源氏物語事典』東京堂出版、一九八七年
・関一雄著『国語複合動詞の研究』笠間書院、一 七年・関一雄著『平安時代和文語の研究』笠間書院 三年・西端幸雄、木村雅則、志甫由紀恵編『平安日記文学総合語彙索引』勉誠社、
一九九六年
・東辻保和、岡野幸夫、土居裕美子、橋村勝明編『平安時代複 動詞 清文
堂、二〇〇三年
・宮島達夫、鈴木泰 石井久 安部清哉編『日本古典対照分類語彙表』笠間書
院、二〇一四年
